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1.血液事業の劫向

わが国の血液亭集は大きく転換しつつあります.

血液事業の使命は,医廉桟関に長質の血液穀荊を安定して供絵することでありますが.これはとりもなおさ

ず国民の就血ですぺてを賄うことであります.しかしながら,これまで血崇分画製剤の大半は外国の売血に原

料を俵存し,また.輪血用製剤は量的には充足しているものの,医療捜関からの安全性等に閑する要請に十分

対応できていませんでした.

このため,血液夜置因子穀剤については平或3年ま中に,また, 7ルプミン.免疫グロプリン製剤につtlて

も段階的に自絵割合を高め近い将来に完全自絵を遠成することとし.成分就血を中心に献血量の増大を軌るな

ど原料確保を進めておりますし,国内民聞企叢からは製造.供絵についての積橿的な協力も得られることにな

りました.

同時に,輪血用製剤に粥しても.先般C型肝灸ウイルスのスクリ-ニングを専入したほか.高単故製剤の供

,給増. H L A適合血小板や自己血輪血用製剤の供絵捧制の宅佑など安全性の-層の向上に取り粗んでおりますo

これらを予定適り実現するためには,採血,製遣.供絵すベてにわたって事菓が計画的かつ効率的に芙施さ

れることが必要であります.加えて献血きれた血液のすペてが無駄なく有劾に宿用されることが必要でありま

す.こうしたこと,を血液製剤の園係者すベてが心に刻み.真撃な穿力をすることによってはじめて広く国展の

援解と協力を得ることができ,将来とも安定した血液梨剤の供給が可能になるものと信じます白

2.后院ヘのお願い

こうした考えに立ち,日本赤十字虹都道府県,鮒日本血液製剤協会に文書によりそれぞれ必要な樟示をし

ておりますが.血液製荊の使用者である病院を結尋する立場にある貴会におかれては,このような考え方をご

理解いただき.下記のことについて格段のご協力をいただくよう.加盟の各病院へのご指導をお厳いするもの

であります.

flI献血から作られた血菜分画製剤の適正価格での慶蒐購入

血液には当然に高い倫理蛙が求められます.しかるに,外国の売血を原料とする血焚分画袈剤の坂売に当

たっては販路を求めて節度を欠く販売清動が散見されますo専ら珪済的要薫のみを聖由とする製剤蔽人の籍

果献血由来の製剤の位用が抑制されるならば.献血者の批判を受けるばかりれ掃血用の申液製剤の円滑な
供絵に支障を生じることにもなりかねません.献血由乗の血乗分画製剤の十分な量の供給に穿カしますので,

これら穀荊の適正価格での優先購入をお軒いいたします.

く2I血液製剤の通正侵用と真にやむをえない場合に障っての院内採血の実施

暗和6i年のr血液製荊の遺正使蒋ガイFラインJに疑き,咋年はr輪血豪法の遺正化に関するガイドライ

ンJが作成されています.いずれも血液事藁の実施上童妻な事項でありますoこれらに準拠した療法に穿め

られるようお顧いいたしますq

最後に,今後とも血液事薫の莞屈のために御意見をたまわりますようお顧い申しあげますq
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